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月賦販売 におけろ資金繰 りについて

竹 内 清
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ここでの問題は・小売店が ・消費者に対 す石月賦販売⑱分割回数 よりも・卸

・売店 ない しメーカーに対する支払の分割回数の方が少い場合,資 金繰 りはどの

様 にした らよいか,と い う問題である。出発点 として極めて簡単なモデルを取

り扱 うことにす る。

いま月賦販売業者が η回分割の月賦販売を行い,全 期間を通じて同一の販売

契 約をし,毎 月同量の月賦販売契約を継続 し,契 約満期が来れば,そ れ と同額

の 新規契約歩追加 されるもの とする。ここでは定常的な月賦販売の場合が想定

され る。

まず第1の 段階 として,第1回 目の月賦販売契約が満期になった以降のある

月の断面を考えよう。いまある月の月賦販売契約をX円 とすれば,上 め想定か

ら毎月X円 だけの月賦契約額が実現 され ることになる。 ところで毎月の現金収

入額は,こ のモデルではちょうどX円 になるであろ う。 これはこのモデル を図

式 的に表わせば容易に分 るであろ う。それではこの場合,あ る月を基準 として

考えて,月 賦販売受取勘定の未済現在高はい くらになるであろ うか。

その月における分はすでに受取った もの と考えれば,こ れ は つぎの様 に な

る。

{÷+÷+…+9Z'!-71)}X=与X

なおその月に受取った勘定の うち,そ の月以前にすでに受取づた分は1未 済

現 在高 と同じく,(n-1)X/2に なることが容易に分るであろ う。

つぎに小売店は,卸 売店 または メーカーか ら毎月の月賦販売契約額 に対応す

る量だけ仕入れ,そ の支払は 解 回均等分割払い とする。 いま毎月の月賦販売

契 約X円 の うちマ ー ジ ン をP円 とす れ ば ・ この 小 売店 は毎 月(X-P)/m円 だ
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け支 払 わ なけれ ば な らない こ とにな る。 なお(X-P)は 毎月 の 総 仕入 原価 で あ

る。 とこ ろで上述の モデル にお いて,こ の小 売店 の 支 払 うべ き金額 は(X-P)

円 に な る。 また未 払 金額 は(m・-1)(X-P)/2円 とな る。

以 上 の 考察 か ら,順 調 に月 賦 販売 が 行 わ れ現 金 回収が行 われ る と,最 初 の π

ヵ月 目以降 にお い て は,1ヵ 月 当 りの月 賦 販売 額 の マ ー ジ ン分だけが 毎月 の利.

潤 として確保 され る こ とが分 る。

なお以上の分析では金利の問題は考慮外においた。 これを考えても本質的に

は何等異ならない結果が導かれ るであろ う。
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そこでつ ぎに最初の ηヵ月 目に至 るまでの分析 を行 い資金繰 りの点 を考 察す'

る こ とに し よ う。

第1月 目か ら第(n-一一1)月 目 まで の毎月 の現 金 受入 高 は っ ぎの様 に な る。.
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第2月 目2X
.解

第m月 目mx
.解

n-1
第(n-1)月 目'X

η

っぎに毎月卸売店 ないしメーカーに支払 うべ き金額 はっ ぎの様 にな るα
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したが って1月 に少 くと もP円 だ けの マ ー ジ ンを必 要 とした場 合,現 金 受

入 額 と支払額 の差 がP円 に な るまで の 間 の 資 金 を用意 してお かなければ な ら

ないで あろ う。

とζろで現金収入額 と支払額 の差 はつぎの様 にな る。

第1月 目

11m-n1-X -一 一(X-P)=X十}P
mnmnm

第2月 目

÷X-÷(X-P)一 忽 聯)-X+÷P

第 兜 月 目

mmm(m-n)

i-X--ii(X-P)=一 痂 ㎜'-X+P

第(m・+1)月 目

m+Lx
-2!1-(X-P)-m(m+1-n)X+P

π 鋭 π～η

第(n-1)月 目

mln-1
X-一 一(X-P)=一 一X十P

mnπ

第 η 月 目

　 　-X-一 一(X-P)=・P

nm

したが って第(n-1)月 目 まで,そ れ ぞれ の 月 にお け るPと の 差額 分 の 合 言髭

が 必 要 とな る。す なわ ち

(n-一・)P一ド 篇X+÷P+2(監")X+÷P+… …

+遮 耽 虹X+P+m(m+1=虹x+P+_.
mnmn

・+m(n-1--n
mn)x+P}

+・)P-一{(m-n)m(m+12mn)X+m(器11-P+
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m(n-1-m)十(n-1--m)(n-m)/2 -X -

〃

(n-1--m)X+(n-一 ・-m)P]

+・)P-{鯉1鮮 互X+迎 吉Lp+9e嗣1口 整 ±1)X

+・ 一)X+(　 ・一)P}
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簡単 な設例で以上の結 論を例示 してみ よ う。い ま毎月100万 円の月 賦 販売 契

、約 を行 う もの とし,マ ー ジ ンは その2割 の20万 円 を確 保 す る もの とす る。月 賦

販 売 の分割回数 は10回 で,10ヵ 月月 賦 とす る。卸 売 店 まtcは メー カ ーへ は4カ

月 の4回 分 割支 払 とす る もの とす る。 か くして この場 合X=100,n=10,P==

20,mニ4と な る。

この場 合,毎 月20万 円の マ ■・一一ジ ンを確 保 す るためには当初 い くらの資金 を必

要 とす るか は,前 節 の分 析 か らつ ぎの様 に な る。

第1月 目の 必 要額

P-(m-n'1X十 一一一P
mnm)

4-101
=20一 一 一一m『 ×100-"一 一『 ×20

4×104

=30

第2月 目 の 必 要 額

P-i2(籍x+÷P}

「2(4-10P==20-}4×10)× … 一 ÷X2・

=40

第4月 目の必要額

P一鮮 篇 〃)X+P}
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一2・一一畿lqL× …-2・

一89一

=60

第5月 目の必要額

P一陣 結-X+pj

4(4十1-10)
=20-・}×100--20

4×10

=50

第9月 目 の 必 要 額

P-(一 ÷X+P)

.1
=20+ヨ{「 ×100-20

=10

以 上 の 結 果 は っ ぎ の 様 に ま とめ られ る
。 卜

123456789

30十40十50十60十50十40十30十20十10

=330

す なわ ち・当初330万 円の飴 力泌 要 とし・うこ とになる
.以 上の結果は前節最

後 の式か らっぎの様に直接求め られ るであろ う
。

(m-n)@+1

2n)X+誓1P+(・-1一 鍔(m+πLx
(n-・)P-[

+・-m)X+(n-・-m)pj

=(・ ・一ユ)×2・ 一 ∬4輌10)(4+1)X、 。。+

《2×10・

(10-1-4)(4十10)
÷

2×10.

一(・ ・+4)× …+(・ ・一・-4)×2・}

4十1
×202

x100

=330
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最初にふれた様 に,こ こでの論議 には金利の問題 は一際捨象した最 も簡単な

モデルを設定 したが,こ の様な基本的なモデルか ら種々の拡張応用が可能 とな
噸

る。例えば,毎 月の月賦販売契約額の動 きを もっ と現実的にす るこ とも可能で

ある。すなわ ち成長的要因を加味す るとか,さ らにそれに貸倒れ等の偶然的要

因を導入して統計的分析を加えることも可能である。なお この場合,拙 稿 「最

適月賦販売政策についての・・一一ノー ト」(「 商学討究」第8巻 第4号)で の論議

と結合すればよ り一層包括的 となろ う。




